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本年 1月 15 日に骨髄バンクのドナー登録者が 30 万人に到達しました。また、平成 19 年 1 月から 12

月末までの年間骨髄移植例数は過去最多の 999 例となりました。ドナー登録者の方々をはじめ、皆さま

のご理解とご協力に心から感謝申し上げます  

なお、平成 19 年 12 月末現在の移植を待つ登録患者数は 2,353 名（国内患者：1,370 名 海外患者：

983 名）となっています。 

平成 19 年に登録された国内患者さん(1,692 名)の内、93.5％の方は一人以上のドナー候補者が見つか

っていますが、同年中に骨髄移植に至られた方の数は６割弱にとどまっていますので、今後ともあらゆ

る努力をして、一人でも多くの患者さんの骨髄移植が実現するように努めてまいりたいと思います。 

平成 4年（1992）1 月のドナー登録受付開始から約 16 年を経て、今度 30 万人のドナーの方々の登録

が達成されましたが、一人でも多くの患者さんの救命には、今後とも一人でも多くの方にドナー登録を

お願いしていく必要があります。ご協力をいただいているボランティアの方々、医療関係者、行政、日

本赤十字社など、骨髄バンク関係者の皆さまとの連携を深め、骨髄バンクへの国民の皆様の理解を深め

ていただくための広報活動をはじめ、ドナー登録者の拡大や、コーディネート期間の更なる短縮など、

さまざまな課題に取り組んでまいります。              

骨髄バンク推進全国大会の概要が決定しました。今大会はドナー登録者 30 万人到達を記念して､骨髄

バンク推進全国大会『ありがとうドナー登録 30 万人』のタイトルで 2月 9日(土曜)に開催いたします。

メイン会場では式典の他、大会イベントとして､血液内科専門医師による骨髄バンク講座､患者さんから

のメッセージ、ドナー体験者のインタビュー､会場の皆様との情報交換などを行います。また分科会場

では「ドナー体験コーナー」「展示コーナー」を設け、幅広く骨髄移植・骨髄バンクへの理解を深めて

いただける内容となっています。参加予約は不要です。どなたでもご自由にご来場いただけます。開催

概要は下記の通りです。 

■日 時 2 月 9 日（土曜） 13:00～16:30 

■会 場 池坊お茶の水学院(東京都千代田区神田駿河台 2-3)JR、東京メトロ｢御茶ノ水｣駅徒歩 5分

■プログラム 第 1 部／式典（13:00～13:30） 第 2 部／大会イベント（13:30～15:20） 

      分科会場（13:00～16:30）「ドナー体験コーナー」「展示コーナー」 

 ■その他 ドナー(希望者)さん、その同伴の方には交通費分として 1000 円のプリペイドカードを差

し上げます。(先着 100 名。事前申し込み必要。詳細は財団ホームページをご覧ください）

 
 

 11 月 12 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 4,033 3,099 299,777 378,459

患者登録者数 173 178 2,353 24,106

骨髄移植例数 91 63 - 8,965
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日本骨髄バンクの現状（平成 19 年 12 月末現在） 

■20 歳未満のドナー登録者数 

 12 月     166 人 

 合計   6,773 人（17 年３月～）

■51 歳以上のドナー登録者数 

 12 月新規 122 人 

延長 183 人 

 合計    9,499 人（17 年９月～）

 注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

1 ドナー登録者が 30 万人達成、年間移植例数も最多の 999 例 

2 骨髄バンク推進全国大会『ありがとうドナー登録 30 万人』開催 
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3 平成 20 年度移植対策関係予算当初内示 

平成20年度の診療報酬改定に向けて、非血縁者間骨髄移植にかかる医療保険の適用範囲拡大を内容

とする請願の署名活動が全国骨髄バンク推進連絡協議会や関西骨髄バンク推進協会等、多くの骨髄バ

ンク関係団体等の皆様のご協力により進められてまいりましたが、12月20日に骨髄バンク議員連盟の

津田弥太郎参議院議員他３名を通じて江田五月参議院議長に請願書（※）が提出されました。これで

衆議院、参議院の両議長に提出され、1月10日には参議院厚生労働委員会で、また1月11日には衆議院

厚生労働委員会で請願の採択が行われました。改めて、ご尽力いただいた多くの関係者の皆様に対し

まして、心より感謝申し上げます。 

※署名総数／458,577名（内訳：衆議院議長宛／229,503名、参議院議長宛／22,9074名） 

 

6 12 月のドナー登録会、区分別登録者数 

4 医療保険の適用拡大を求める署名、参議院議長へも提出 
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７ 財団の会議開催予定 

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込みください。 

          公開・非公開 開催予定 

常任理事会 公開 ２月 20 日（水）17:00～ 廣瀬第１ビル 2階会議室 

将来展望検討会議 公開 ２月 24 日（日）13:00～ 廣瀬第 2ビル地下会議室 

 

※（お詫び）国際協力の現状などのデータは次号に掲載いたします。 

平成 20 年度の移植対策関係予算が 12 月 20 日に内示されました。骨髄移植対策費については、11

億 7400 万円で、平成 19 年度(11 億 6700 万円)に比べ 700 万円の増額となりました。この中で骨髄移

植推進財団の骨髄移植対策事業費については４億 6386 万円で､平成 19 年度と比較して 646 万円の増

額となり､コーディネーターの増員や骨髄提供登録者のフォローアップ事業などが増額されました。

全国各地のボランティア団体等の協力のもとで行われているドナー登録会の 12月の区分別登録者数は、献

血併行型集団登録会/1､304 名､献血ルーム/1,391 名、集団登録会/125 名､その他/279 名でした。 

5 ｢五研究班合同公開シンポジウム｣開催 

 1 月 27 日(日)、｢五研究班合同公開シンポジウム｣が東京医科歯科大学湯島キャンパスにて開催さ

れます。平成 19 年度厚生労働科学研究再生医療等研究事業として、「臍帯血を用いる造血幹細胞移

植技術の高度化と安全性確保に関する研究」班や「骨髄、抹消血等を利用した効率的な造血細胞移

植の運用・登録と臨床試験体制の確立並びにドナー及びレシピエントの安全確保とＱＯＬ向上に関

する研究」班など５研究班が『非血縁者間骨髄移植と非血縁者間臍帯血移植の比較』『非血縁者間臍

帯血移植におけるＧＶＨＤ』他の演題を発表します。骨髄バンクにご協力いただいている先生方の

発表も予定されています。日時・会場の詳細は下記の通りです。 

 ■日時 1 月 27 日（日曜） 14:00～17:00 

 ■会場 東京医科歯科大学湯島キャンパス歯学部特別講堂（JR、東京メトロ「御茶ノ水駅」下車）


